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患
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さ
ん
の
希
望
と
Q
O
L
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

1987年 慶應義塾大学医学部卒業
1987年 慶應義塾大学医学部 研修医
1988年 東京都済生会中央病院外科 医員
1989年 足利赤十字病院外科 医員
1990年 慶應義塾大学医学部外科学 専修医
1993年 国立埼玉病院外科　副医長
1996年 Research Fellow, Department 
 of Surgery, Cornell University, New York, NY
1998年 国家公務員共済組合連合会立川病院外科 副医長
2001年 慶應義塾大学医学部外科学 助手
2006年 慶應義塾大学医学部外科学 学部内講師
2008年 慶應義塾大学医学部外科学 専任講師
2013年 慶應義塾大学医学部外科学 准教授
2015年 帝京大学医学部外科学講座 教授

Breast surgery

乳がんの手術の様子

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
乳
腺
外
科
で
は
、

高
度
医
療
を
提
供
す
る
特
定
機
能
病
院
と
し
て

乳
腺
疾
患
の
総
合
的
診
断
と
と
も
に
手
術
、
ホ

ル
モ
ン
剤
、
分
子
標
的
薬
、
抗
が
ん
剤
お
よ
び

放
射
線
療
法
を
組
み
合
わ
せ
た
集
学
的
な
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
に
お
け
る
女
性
の
が
ん
の
罹
患
率
第

１
位
は
乳
が
ん
で
あ
り
、
現
在
年
間
約
10
万
人

が
新
た
に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
死
亡
率
は
女
性
の
が
ん
に
お
け
る

第
４
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
治
癒
さ
れ
る
患
者
さ

ん
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

診
断
に
は
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
超
音

波
お
よ
び
M
R
I
を
用
い
ま
す
。
画
像
診
断
に

て
が
ん
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
14
–
16
G（
ゲ
ー

ジ
）
の
針
を
用
い
た
生
検
を
行
い
、
が
ん
の
確

定
診
断
に
加
え
、
ホ
ル
モ
ン
感
受
性
や

H
E
R
2
遺
伝
子
発
現
に
つ
い
て
の
情
報
を
得

ま
す
。

乳
が
ん
の
治
療
で
は
手
術
、
ホ
ル
モ
ン
剤
、

分
子
標
的
薬
、
抗
が
ん
剤
お
よ
び
放
射
線
療
法

を
個
々
の
患
者
さ
ん
ご
と
に
適
切
な
組
み
合
わ

せ
と
順
序
で
用
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

一
般
的
に
は
ま
ず
手
術
を
行
い
、
そ
の
後
に

薬
物
に
よ
る
補
助
療
法
を
再
発
予
防
の
目
的
で

行
い
ま
す
。
一
方
、
手
術
の
前
に
薬
物
を
投
与

す
る
術
前
薬
物
療
法
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り

帝京大学医学部　外科学講座　教授
神野 浩光　（じんの ひろみつ）

ま
す
。
そ
の
利
点
と
し
て
は
、
腫
瘍
が
小
さ
く

な
り
、
本
来
は
乳
房
切
除
術
が
必
要
で
あ
っ
た

患
者
さ
ん
に
温
存
術
が
可
能
に
な
っ
た
り
、
腋

窩
リ
ン
パ
節
郭
清
が
省
略
で
き
た
り
と
い
っ
た

手
術
の
縮
小
が
で
き
る
こ
と
と
、
薬
剤
感
受
性

が
確
認
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

術
前
薬
物
療
法
に
よ
り
が
ん
が
病
理
学
的
に
完

全
に
消
失
す
る
症
例
は
予
後
が
良
好
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

B
R
C
A
1
╱
2
遺
伝
子
に
変
異
を
有
す
る

遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
の
患
者
さ
ん

に
は
、
予
防
的
乳
房
切
除
術
に
加
え
、
乳
房
再

建
も
形
成
外
科
と
連
携
し
行
っ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
診
断
お
よ
び
治
療
に
関
し
て
は
、
臨

床
試
験
も
数
多
く
行
わ
れ
、
国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
解
決
さ
れ

て
い
な
い
点
も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
実
際
の

臨
床
の
現
場
で
は
、
科
学
的
事
実
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）

に
基
づ
い
た
治
療
を
基
本
と
し
つ
つ
、
個
々
の
患

者
さ
ん
の
希
望
、
Q
u
a
l
i
t
y 

O
f 

L
i
f
e
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
き
め
細
や
か

な
対
応
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
が
ん
の
確
定
診
断

を
さ
れ
た
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
健
康
診
断
や

一
次
検
診
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
ご

紹
介
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【資格】
日本乳癌学会専門医
日本外科学会専門医・指導医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本消化器外科学会認定医
検診マンモグラフィ読影認定医
America Association for Cancer 
　Research Active member
American Society of Clinical 
　Oncology Active member
European Society of Medical 
　Oncology Associate member

帝京大学医学部附属病院
乳腺外科
ウェブサイト▶
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2000年　東京慈恵会医科大学医学部医学科卒業
2000年　聖路加国際病院外科レジデント
2005年　Harvard大学Brigham and Women’s Hospital外科研究員
2008年　Cornel大学Memorial Sloan-Kettering Cancer Caner肝胆膵外科研究員
2009年　Harvard大学Brigham and Women’s Hospital外科インターン
2010年　ミシガン州立大学外科レジデント
2015年　Wayne State大学Henry Ford Hospital Acute Care Surgeryフェロー
2016年　帝京大学医学部救急医学講座　講師
2023年4月　現職

帝
京
大
学
医
学
部
外
科
学
講
座
A
c
u
t
e 

C
a
r
e 

S
u
r
g
e
r
y
部
門　

　
伊
藤
　
香

帝
京
A
c
u
t
e 

C
a
r
e 

S
u
r
g
e
r
y
部
門
設
立
に
寄
せ
て

Acute Care Surgery

帝京大学医学部 外科学講座 Acute Care Surgery部門
伊藤　香　（いとう　かおり）

救命センターチーム、ACS チーム協働で行った、
ハイブリッド ER での緊急外傷開腹手術。

【資格】
日本外科学会専門医・指導医
日本救急学会専門医
日本Acute Care Surgery学会認定外科医
米国外科専門医・Fellow of American College of Surgeons (FACS)
米国外科集中治療専門医・Fellow of American College of Critical Care Medicine (FCCM)

米
国
に
お
い
て
は
、
外
科
が
専
門
細
分

化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
大
学
病
院
な
ど
で

は
定
時
手
術
を
取
り
扱
う
「
一
般
外
科

„
G
e
n
e
r
a
l 
S
u
r
g
e
r
y
“
」
に

対
し
、
外
傷
、
一
般
外
科
緊
急
手
術
、
外
科
集

中
治
療
、
S
u
r
g
i
c
a
l 
R
e
s
c
u
e

（
手
術
や
処
置
の
外
科
的
合
併
症
に
対
す
る
対

応
）
が
あ
た
か
も
一
つ
の
専
門
分
野
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
野
は
、

２
０
０
５
年
に
„
A
c
u
t
e 

C
a
r
e 

S
u
r
g
e
r
y （
A
C
S
）“
と
明
確
に
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
日
本
で
外
科
専
門
医
資

格
を
取
得
後
に
渡
米
し
、
米
国
で
A
C
S
外
科

医
と
し
て
の
修
練
を
積
み
、
２
０
１
６
年
に
帰

国
後
、
帝
京
の
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
所
属

の
外
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

帝
京
の
救
命
セ
ン
タ
ー
は
、
伝
統
的
に
都
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
３
次
救
急
受
け
入
れ
件
数
を

誇
り
、
他
の
施
設
で
は
手
に
負
え
な
い
よ
う
な

最
重
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
最
後
の
砦
と
し
て
、

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
私
の
赴
任
当

初
は
、
救
命
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
一
部
と
し
て

外
科
の
診
療
を
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
し
か

し
、
米
国
で
の
A
C
S
の
シ
ス
テ
ム
を
踏
襲
し
、

外
傷
や
急
性
期
外
科
的
疾
患
に
即
応
で
き
る
外

科
診
療
に
特
化
し
た
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

A
C
S
部
門
の
構
築
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

２
０
２
３
年
４
月
、
A
C
S
部
門
は
正
式
に

外
科
学
講
座
の
一
部
門
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
A
C
S
部
門
が
外

科
学
講
座
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
教

育
施
設
は
ま
だ
少
な
く
、
帝
京

A
C
S
が
日
本
の
A
C
S
の
学
術
的

な
教
育
機
関
の
先
駆
け
と
し
て
、
臨

床
・
教
育
・
研
究
面
で
A
C
S
と
い

う
外
科
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
米

国
に
お
い
て
は
、
A
C
S
は
急
性
期

疾
患
に
対
応
す
る
た
め
に
シ
フ
ト
制

の
勤
務
形
態
を
と
る
こ
と
が
多
く
、

仕
事
の
オ
ン
・
オ
フ
が
は
っ
き
り
と

し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
保

ち
や
す
い
た
め
、
外
科
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
、
Q
u
a
l
i
t
y 

O
f 

L
i
f
e
の
改
善
に
も
寄
与
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
師

の
働
き
方
改
革
や
、
包
括
的
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
促
進
に
も
A
C
S
が
一

役
買
う
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

帝
京
A
C
S
が
質
の
高
い
A
C
S

外
科
医
の
育
成
・
活
躍
の
場
と
な
り
、

学
術
面
で
の
探
求
も
行
い
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
帝
京
が
地
域
で
果
た
し

て
き
た
重
症
外
傷
や
急
性
期
外
科
疾

患
診
療
を
存
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

帝京大学医学部附属病院
高度救命救急センター
ウェブサイト▶
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（紹介状のない方は選定療養費として7,700円ご負担いただきます。）

紹介状をお持ちの患者さん

JR埼京線 十条駅
　 北口より徒歩約10分
　 北口ロータリータクシー乗り場より約6分

都営三田線 板橋本町駅
　 A1出口より徒歩約13分
　 A1出口より約6分

JR埼京線 板橋駅
　 西口①番のりばより
　　 帝京大学病院経由、王子駅行き 王22 （約8分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 西口より約9分

JR各線 赤羽駅
　 東口⑤番のりばより
　　 高円寺駅北口行き 赤31 （約11分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 西口⑥番のりばより王子駅行き 赤50 （約14分）
　 　「上十条四丁目」バス停下車徒歩約5分
　 西口より約12分

上の地図は略図のため、実際の地形とは異なりますのでご注意ください。

2

3

4

1

JR京浜東北線・東京メトロ南北線 王子駅
　 北口⑥番のりばより
　　 帝京大学病院経由、板橋駅行き 王22 （約12分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 北口より約9分

JR各線・東京メトロ各線 池袋駅
　 西口より約16分

東武東上線 上板橋駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約13分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分

東武東上線 ときわ台駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約9分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 北口より約12分

※所要時間は日中平常時、最短時間の目安となっておりますので、
　時間帯や道路状況により異なります。

5

タクシーをご利用の場合　　 バスをご利用の場合　　 徒歩の場合

6

7

8

帝京大学医師会からのお知らせ

帝京大学医師会では、日本医師会認定産業医のための産業医研修会を毎年開
催しております。帝京大学医学部附属病院で研修を受けながら、認定に必要
な50単位を1年間で全て取得することが容易となりますので、是非ご参加くだ
さい。開催日程等の詳細は帝京大学医師会ホームページをご覧ください。

帝京大学医師会ホームページ
URL　http://www.med.teikyo-u.ac.jp/ishikai/workshop/

【 産業医研修会について 】 ▼詳細はこちら

①予約電話（03-3964-1498）までお電話ください。
　電話予約の際にご確認させていただく項目
　（お名前、生年月日、性別、住所、電話番号など）
②予約完了
③当日は15分前までに初診受付までお越しください。

◎初診受付　【診療受付時間】　
　平　日 8:30～11:30/13:00～14:30　
　土曜日 8:30～11:30
　直接初診受付へお越しください。
※当日の診察状況によっては受診できない場合もございます。

紹介状をお持ちでない患者さん
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稲荷台

帝京大学病院入口
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号線

池袋駅 板橋駅
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埼
京
線

東武東上線

セブンイレブン

タクシー乗り場
正面入口 西入口

東入口

都
営
三
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線
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3

4

5

6

7
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1

バス停「帝京大学病院」




